
 

 

 

 

小柴貯油施設の跡地利用に関する意見募集の結果がまとまりました！ 
 

平成 17 年 12 月 14 日に返還された小柴貯油施設の跡地利用の基本的な考え方について、平成

20 年 5 月 2 日から 6 月 13 日までの間、市民の皆様からのご意見を募集し、このたび、その集計

結果がまとまりましたので、お知らせします。 

 今後、いただいたご意見を参考にしながら、公園の実施計画の検討を進め、跡地利用の具体化を図

ってまいります。 

 

 

１ 回答数 

240 通 

２ 回答者の属性 

 ●全体の約80％が跡地の所在地である金沢区にお住まいの方からの回答となっています。 

 ●男性が58.8％、女性が 35.0％となっています。 

３ アンケート結果 

 ●低地部に設定した「広場ゾーン」を芝生広場などの多目的な空間とすることについて、「良い」、

「どちらかと言えば良い」と回答された方が70％を占めました。 

 ●既存の緑を中心とした「緑の保全・再生空間」の一部を散策も可能な空間とすることについて、

「良い」と回答された方が 65.4％を占めました。 

 ●地下タンクが存在する区域に設定した「地球環境ゾーン」への導入機能については、「自然の保

全・水辺や緑の創出」に関するご意見が最も多く寄せられました。主なご意見は次のとおりで

す。 

  ・自然の保全や自然を活かした機能の導入 

  ・環境の学習や体験の場 

  ・自然エネルギーを活用した発電設備 

・農業をテーマにした機能の導入  など 

 ●自由意見欄においても、「自然の保全・水辺や緑の創出」に関するご意見が最も多く寄せられま

した。主なご意見は次のとおりです。 

  ・自然の保全・水辺や緑の創出（現在の自然を保全して欲しい等） 

  ・防災機能（タンクの活用、災害時に活用できる広場の整備） 

・ドッグランの設置  など 

 

 

１ 募集期間 

  平成20 年 5 月 2 日（金）から6 月 13 日（金）まで43 日間 
 
２ 意見の募集方法 

●下記で配布のリーフレット付属の葉書による募集 

市民情報センター、各区役所広報相談係、金沢区内の PR ボックス（地区センター、コミュニ

ティハウス、主要駅等） 

●都市経営局基地対策部のホームページ 

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 

記 者 発 表 資 料 

平 成 2 0 年 6 月 2 7 日 

都市経営局基地対策課担当課長 

金子  晴由  671-2057 

１ 意見募集結果概要 

２ 調査方法 

裏面あり 



参 考 

 

■旧小柴貯油施設の概要 

接収年月日 昭和２３年１０月3 日 

返還年月日 平成１７年１２月１４日 

所 在 地 金沢区柴町、長浜、幸浦二丁目、並木三丁目 

面   積 52.6ha（国有地 97％、民有地2％、市有地 1％） 

経   過 昭和23.10.3  旧日本海軍の施設を米軍が接収 

      昭和56.10.13 ６号タンクが爆発し、火災が発生 

      平成16.10.18 日米合同委員会で、一部（約10ha）   

返還の方針が合意された 

       平成17.10.18 日米合同委員会で、小柴貯油施設の陸地部分全域及び制限水域の一部に係

る返還予告等が合意された 

       平成17.12.14 陸地部分全域と制限水域の一部が返還された 

 

■ 跡地利用検討の経緯と今後の進め方 

 
 

■ 米軍施設返還跡地利用指針（平成１８年６月） 

① 緑のオープンスペース、市民レクリエーション空間 

② 魅力的な景観の保全 

③ 広域機能の立地 

 

■ 横浜市米軍施設返還跡地利用行動計画（平成１９年３月） 

○市が都市公園として整備します。 

○「開港150 周年の森」として記念植樹等市民参加の森づくりを進めます。 

○首都圏の環境再生の拠点としての整備のあり方を検討していきます。 

旧小柴貯油施設 
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小柴貯油施設跡地利用基本計画に関する市民意見募集結果 

 

１ 目的 
  平成 17年 12月に返還された小柴貯油施設の跡地利用については、平成 19年 3月に策

定した「横浜市米軍施設返還跡地利用行動計画」において、都市公園（開港 150周年の
森）として整備を目指すことを掲げています。 

  平成 19年度は、現地の動植物類の生息状況等の基礎的な調査を進め、平成 20年 3月
には跡地利用の基本的な方向性をまとめた「小柴貯油施設跡地利用基本計画」を策定し
ました。 

  今後、具体的な公園計画の検討を進めていくに当たって、基本計画に対する意見募集

を実施したものです。 
 
２ 募集方法等 
 (1) 募集期間 
   平成 20年 5月 2 日（金）から 6月 13日（金）まで 43日間 
 (2) 募集方法 
   意見募集の実施については、広報よこはま 5月号でお知らせし、以下の方法で募集

を行いました。 
  ア リーフレット付属の葉書による募集 
    リーフレットについては、市庁舎 1階市民情報センター、18 区役所広報相談係及

び金沢区内 PRボックス（地区センター、銀行、鉄道駅など）において配布するとと

もに、金沢区においては町内会で回覧して頂きました。民有地の地権者の方々には、
別途配布しました。 

  イ 基地対策部ホームページにおける募集 
    基地対策部のホームページに市民意見募集のページを設け、インターネット上か

ら回答を受け付けました。 
 
３ 募集結果 
 (1) 回答数 
   ２４０通（葉書 183 通、ホームページ 40 通、その他（手紙等による要望）17通） 
 (2) 回答者属性 

  ア 居住地 

    80％（192 通）が旧小柴貯油施設の所在地である金沢区にお住まいの方からの回

答となっています。 
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  イ 年齢 

    60歳以上の方の割合が最も多くなっています。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  ウ 性別 

    男性が 58.8%、女性が 35.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 (3) アンケート結果 

  問１ 跡地利用の考え方について（該当するものに○） 

   ①広場ゾーンは、芝生広場など多目的な空間として整備することを基本とします。 

     広場ゾーンを、芝生広場など多目的な空間とすることについて、「良い」、「どち

らかと言えば良い」と回答された方が全体の 70％を占めました。 
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   ②「緑の保全・再生空間」の一部では、保全すべき植物等が生育する部分を除いて、

人々が散策できるようにします。 

     既存の緑を中心とした「緑の保全・再生空間」を散策も可能な空間とすること

について、「良い」と回答された方が 65.4％を占めました。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  問２ 地球環境ゾーンでは「人々が環境に配慮した行動を起こすきっかけ」となるよ

うな機能の導入を検討していきますが、ゾーンの活用についてご提案がありました
らお書き下さい。 

    「自然の保全・水辺や緑の創出」、「環境の学習や体験の場」や「太陽光など自然

エネルギー発電」などのご意見を多くいただきました。また、貯油タンクについて

は、備蓄庫としての活用や、基地であったことを伝えるため一部を保存するなどの
ご意見をいただきました。 
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○回答総数（複数回答含む） 

 ２０７件 

○主なご意見 

 －環境をテーマにした機能の導入に関するもの－ 
 【自然の保全・水辺や緑の創出に関するもの（５７件）】 
 ・現在の自然を保全した空間とする 
 ・花や木を植え、さらに緑豊かな空間とする など 

【環境の学習や体験の場に関するもの（３８件）】 
 ・自然観察や生態系など自然を学ぶ場 
 ・環境に関係する展示の場（地球環境の変遷、リサイクルの成果、環境に配

慮した行動の効果 等） 
 ・環境に関係する体験の場（リサイクルの体験、自給自足の生活体験、環境

にやさしい行動の体験 等） など 
【エコエネルギーに関するもの（１６件）】 
 ・太陽光や風力などの自然エネルギーを活用した発電設備 など 

 【農業をテーマにした機能に関するもの（１０件）】 
  ・農地 ・市民菜園 ・地場農産品の市場 など 
 －その他の活用に関すること－ 

 【ドッグランの設置に関するもの（１０件）】 
【防災機能の確保に関するもの（９件）】 

  ・タンクを防災備蓄庫に活用 ・災害時に活用できる広場 など 
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  問３ その他、旧小柴貯油施設の跡地利用についてご意見がありましたらお書き下さ

い。 

    問２と同様に「自然の保全・水辺や緑の創出」に関するご意見を多くいただきま

した。このほか、「防災機能の確保」、「ドッグランの設置」や「農業をテーマにした
活用」などに関するご意見をいただきました。 

    また、問３にご記入いただいた方は、２４０通のうち２０９通と全体の約９割に
のぼり、跡地利用に対する関心の高さが伺えました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○回答総数（複数回答含む） 

 ２９８件 

○主なご意見 

 【自然の保全・水辺や緑の創出に関するもの（６１件）】 
  ・現在残されている自然を保全して欲しい 
  ・花や木を植え、さらに緑豊かにして欲しい など 
 【防災機能に関するもの（２０件）】 
  ・タンクを防災備蓄庫に活用 ・災害時に活用できる広場 など 
 【ドッグランの設置に関するもの（２０件）】 
 【農業をテーマにした活用に関するもの（１７件）】 
  ・市民農園 ・地場農産品の市場 ・観光農園 ・農地 など 
 【歴史の伝承に関するもの（１３件）】 

  ・跡地の施設を残し小柴貯油施設の歴史を後世に伝える など 
 【周辺への配慮に関するもの（１３件）】 
  ・渋滞対策 ・公共交通機関の利用促進 ・周辺住環境への配慮 など 
 【文化施設の設置に関するもの（１２件）】 
  ・図書館 ・音楽ホール ・歴史資料館 など 
 【アクセスの充実に関するもの（１１件）】 
  ・駐車場の増設 ・駐輪場の設置 ・出入口の増設 など 








